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広告のお申し込みは総務課まで広告

・無料でお見積もりできます！
・安心のメーカー

※延長保証は一部対象外の商品もあります

“ちょこっと”

電気工事
椿坂電機株式会社
北陸電力送配電 認定店

TEL 0779-88-1312
FAX 0779-88-5689
〒911-0801勝山市沢町2丁目2-21

お家の

お気軽にお問い合わせください照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！!

照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！! 年延長保証10

エアコン
の設置承ります! !

家庭用

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。広報 2024 年 10 月号　広告案

th  anniversary70
秋。ご用心特集

勝山高校日本文化部

支えてくれる家族、指導して下さる上坂先生、

応援して下さる地域の皆様

いつもありがとうございます！
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勝山高校日本文化部

支えてくれる家族、指導して下さる上坂先生、

応援して下さる地域の皆様

いつもありがとうございます！

勝山高校日本文化部

支えてくれる家族、指導して下さる上坂先生、

応援して下さる地域の皆様

いつもありがとうございます！



人口の動き　  9月末現在（前月比）
総人口 21,133人（－40）
世帯数 7,935世帯
男性 10,118人（－14）
女性 11,015人（－26）
出生 4人
死亡 36人
転入 25人
転出 33人

９月の交通事故　（前年比）

事故 36件（＋11）
死者 0人（±0）
負傷者 3人（＋1）

１０月の納税

（市・県民税（3期））
納期限 10月31日
口座振替 10月28日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

各種行事、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報
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広報かつやまアンケート実施中
皆さまのご意見をお待ちしています。

今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを
募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧
ください。

Cover m
odel

「市制施行70周年記念トップアスリートによるバドミントン
クリニック」で、ダブルスを組んだ市出身の山口茜選手（㈱
再春館製薬所）と大林拓真選手（トナミ運輸㈱）。
普段みることができないペアに、相手をしてもらった参加者
はもちろん観客も大喜びでした。

サル出没情報共有システム▶

福井クマ情報▶

区分 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
(9/30時点）

出没情報 239件 182件 48件 35件 156件 49件

人身被害 5件 3件 0件 0件 1件 0件

秋。ご用心特集

　県内ではサル（ニホンザル）の生息数の増加と生息範囲
の拡大により、農業被害や人身被害、生活環境被害といっ
た被害の拡大が懸念されています。これまでの調査によ
り、県内に約90群れ2,500頭が生息していると考えら
れています。また令和2年の農作物の被害額は約1,000
万円にも上りました。
　サル対策では群れの出没情報を把握することが、集落
単位での対策を行う上で重要です。そこで福井県は、サ
ルの出没情報などの投稿・共有を行うことが可能な「サ
ル出没情報共有システム」の運用を開始しました。この
システムを活用して、地域ぐるみで協力し
て対策しましょう。

　秋は、冬眠を備えたクマが、餌を求めて活発に活動し
ます。今年のドングリ類の実りは、過去の大量出没年に
比べると良好でしたが、今年は春から夏のクマの出没件
数が多く、集落や市街地での出没事例も多数発生しまし
た。
　ドングリ類の豊凶に関わらず、近年はクマの生息範囲
が拡大しており、クマと人が遭遇する可能性は高まって
います。人身被害が発生する恐れもあることから、警戒
が必要です。
　福井県では市町や警察署に寄せられたツキノワグマ出
没位置情報を「福井クマ情報」で公開しています。市でも
LINEや緊急メールでクマの目撃情報をお
知らせしています。事前に情報を収集し
十分にご注意ください。
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サルの対策方法

群れの行動パターンを予測して被害を予防‼

各種支援

①サルが集落へ近づく原因をなくす
　収穫しないままの柿の実や畑に残った野菜くずなど
は、サルなど野生動物にとっては「ごちそう」です。
　サルのエサになるものを取り除きましょう。

◎柿など実のなる木の
　伐採費用の補助
　柿の木など実のなる木の伐採を業者に委託
する方に対し、費用の一部を補助します。
補助金額▶費用の１/ ２（上限２万円）

◎電気柵の設置補助
　サルの侵入を防ぐ電気柵設置に必要な資材
の提供にかかる費用の一部を補助します。（申
請には農家組合として、申請が必要です。）
補助金額▶１/ ３は農家組合が負担

◎煙火講習会の開催（毎年11月ごろ開催）
　サルの追い払いに使う煙火（強力なロケッ
ト花火）を使うための講習を開催しています。
受講料▶無料
※許可手帳の作成に別途費用が必要です

③サルを山に追い払う
　サルに「集落には食べ物があるし、人も怖くない」と
覚えられないためにも、サルを見かけたら、必ず追い
払うようにしましょう。
　集落みんなに呼び掛けて、大勢でロケット花火や電
動ガンなどの道具を使うと効果的です。

　サルに発信器を付けて行動を調査したところ、市内を行動範
囲とする群れは３つあることがわかりました。
①大野市の佐開から平泉寺町を移動する群れ（九頭竜B）
② 永平寺町の鳴鹿から北郷町・荒土町・野向町を通って村岡町

まで移動する群れ（九頭竜A1・A2） ご協力を
　お願いします

　サルが出没したら、赤ちゃんザルがいるか
どうか観察をお願いします。赤ちゃんザルが
いれば群れと判断し、次の行動パターンを予
測して、被害を予防できる可能性があります。

各種支援の
詳細はこちら

クマの餌が実るところには行かない

頻繁に物音や声を出す

単独でのウォーキング（散歩）
やジョキングを控える

・�ドングリやクリ、ヤマブドウが
実る山や林、集落のなかでもカ
キの木がある場所は注意する

・ 鈴、笛、ラジオなどを鳴
らすか、大きめの声で話
しながら行動する

視界の悪いときや、見通しの悪い場所に入らない
・クマは、早朝、夕方ばかりでなく、日中でも出没する
・霧などで視界の悪いときは行動を避ける
・見通しの悪い林などには行かない
クマに人の存在を知らせてから外に出る

・�家の周りにクマがいる場合があるので、家
から外に出るときは、鈴や笛、大声などで
人の存在を知らせる。

人家のまわりの果樹は早めに収穫・伐採する
・カキやクリは早めに収穫する
・ 収穫できない果樹は伐採するか、枝

を落として低くするなど管理する

補助金HP

家のまわりにクマの餌になるものを放置しない

刈り払いなどにより集落周辺から
� クマの潜み場をなくす

緊急メールの
登録はこちら

LINEの登録は
こちら

とにかく騒がずゆっくり後ずさり！

　背中を見せて走って逃げてはいけません！
子グマであっても絶対近づかない。

攻撃が避けられないときは急所を守る！

地面に伏せ、両手やリュックなどで首の
後ろをガードして頭と首を守る。

クマを目撃したら市役所または警察署へ
　いただいた情報は市の緊急メールやLINEでお知らせし
ます。情報提供・出没情報の確認をお願いします。
問農林課（市役所１階） ☎88－8121
　勝山警察署 ☎88－0110

◎柿など実のなる木の伐採費用の補助
　柿の木など実のなる木の伐採を業者に委託
する方に対し、費用の一部を補助します。
補助金額▶費用の１/ ２（上限２万円）

②柵で農地に入らせない
　サルは身体能力が高く、電気柵だけ、
ワイヤーメッシュ柵だけでは効果があ
りませんが、組み合わせて設置するこ
とで有効な対策となります。

「クマと遭わない」ために！

「クマを引き寄せない」ために！ クマに遭ってしまったら！
「興奮しない・させない」

クマは基本的に臆病ですが、驚いたり、子グマを守ろ
うとする場合には攻撃的になることがあります。全国
では、毎年クマによる人身事故が報告されています。
山にエサが豊富と言われている今年であっても、十分
に注意が必要です！

サルは通常人間に対して攻撃的ではありませんが、集
落でエサを確保した経験がある場合は、集落に現れる
ようになります。人に慣れたサルは、噛みついたり引っ
かいたりすることがあり、全国的に事故が報告されて
います！

今年も今年もクマクマ
にに注意注意！！

今年も今年もクマクマ
にに注意注意！！ サルサルを集落からを集落から追い追い出そう！出そう！

サルサルを集落からを集落から追い追い出そう！出そう！
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　
　

　

9
月
15
日
、「
第
70
回
市
民
体
育
大

会
相
撲
競
技
会
」
兼
「
第
56
回
勝
山
市

地
区
対
抗
相
撲
大
会
」
が
5
年
ぶ
り
に

神
明
神
社
境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
大
会
の
運
営
に
あ
た
っ
た
の
は
、

若
手
中
心
の
体
制
で
今
年
６
月
に
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
『
勝
山
市
相

撲
連
盟
』の
皆
さ
ん
で
す
。

　

伝
統
あ
る
勝
山
市
の
相
撲
文
化
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
相
撲
競
技
の
人
口

が
減
少
し
、
勝
山
市
相
撲
連
盟
役
員

の
高
齢
化
な
ど
も
重
な
り
、
市
内
か
ら

相
撲
文
化
が
な
く
な
る
危
機
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
相
撲
の
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、
再
び
勝
山
の
相
撲
を

盛
り
上
げ
た
い
と
相
撲
経
験
者
20
人

の
若
手
が
集
ま
り
相
撲
連
盟
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
相
撲
に
出
会
い
、
自
分
に
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い
で
す
」

と
話
す
新
理
事
長
の
宇
佐
美
さ
ん
。

「
相
撲
の
楽
し
さ
を
広
め
、
競
技
人
口

の
拡
大
や
全
国
で
活
躍
す
る
選
手
を

輩
出
し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
に
は
、
子
ど
も
相
撲
大

会
も
行
わ
れ
、
未
就
学
児
か
ら
高
校

生
ま
で
が
、
楽
し
そ
う
に
自
分
の
力
を

試
し
て
い
ま
し
た
。

　

　　

今
年
の
春
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
ン
テ

リ
ア
・
ギ
フ
ト
制
作　

雑
貨
工
房　

「
S
T
U
D
I
O　

G
A
D
G
E
T
」。

店
舗
兼
ア
ト
リ
エ
を
覗
く
と
石
を
彫

刻
し
た
か
わ
い
ら
し
い
恐
竜
の
小
物

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
石
小
物
を
制
作
す
る
の
は
市

内
で
石
屋
を
営
む
道
上
昌
則
さ
ん
。

　

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
る
恐
竜
化
石
発
掘
体
験
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
、
自
然
の
石
を
使
っ
た
恐

竜
グ
ッ
ズ
の
制
作
を
思
い
立
ち
ま
し

た
。
彫
刻
は
、
レ
ー
ザ
ー
や
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
加
工
で
行
い
ま
す
が
、
形
も
大

き
さ
も
バ
ラ
バ
ラ
な
天
然
の
石
を
加

工
す
る
た
め
、
作
業
時
の
石
の
固
定
に

苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
や
販
売
を
担
う
の
は
長
女
の

亀
井
愛
菜
さ
ん
。
石
小
物
は
「
M
・

p
i
e
d
r
a
」の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
元

町
の
店
舗
の
ほ
か
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ジ

オ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。「
自
然
の
石
を
使
っ
た
恐
竜
の

小
物
は
ど
れ
も
一
点
も
の
で
す
。
ま
た

石
小
物
以
外
に
も
粘
土
を
使
っ
た
小

物
も
制
作
・
販
売
し
て
い
ま
す
」
と
亀

井
さ
ん
。
道
の
駅
で
開
催
さ
れ
た
マ
ル

シ
ェ
に
出
店
し
た
際
に
は
、
多
く
の
お

客
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
そ
う
で
す
。

　
今
後
は
「
元
町
の
店
舗
で
レ
ー
ザ
ー

や
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
加
工
の
体
験
や

石
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

素
材
を
使
っ
て
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
を

制
作
で
き
れ
ば
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

伝
統
を
引
き
継
ぎ
相
撲
の
楽
し
さ
を
広
め
る

素
敵
な
石
小
物
で
勝
山
の
魅
力
発
信

M・piedra　亀井　愛菜さん（35）
=元町1丁目= 

石を加工した恐竜グッズ

勝
山
相
撲
教
室

と　
き
▼
月
・
木
曜
日 

午
後
7
時
～

と
こ
ろ
▼
勝
山
北
部
中
学
校 

土
俵

新体制となった相撲連盟の皆さんと大会に出場した選手の皆さん

高血圧について 福井勝山総合病院
総合内科部長　鈴木将智

　
世
界
で
は
毎
年
1
0
0
0
万
人
以
上

の
方
が
高
血
圧
に
関
連
し
た
疾
患
で
亡

く
な
っ
て
お
り
、
公
衆
衛
生
上
の
大
き

な
問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
日
本
で
は
血

圧
が
脳
卒
中
の
発
症
に
最
も
大
き
く
関

連
し
、
高
血
圧
の
治
療
は
脳
卒
中
の
発

症
予
防
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す（
当
然
、

心
疾
患
や
腎
不
全
な
ど
他
の
病
気
に
も

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
）。

　
高
血
圧
の
基
準
値
は
、
病
院
で
測
る

血
圧（
診
察
室
血
圧
）で
1
4
0
/
9
0 

m
m
H
g
以
上
、
自
宅
で
測
る
血
圧

（
家
庭
血
圧
）で
1
3
5
/
8
5
m
m
H 

g
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
病
院
に
来

る
と
血
圧
が
高
く
な
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
自
宅
で
の
血
圧
は
病
院
で
測
る
血

圧
よ
り
低
め
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
の
治
療
の
基
本
は
生
活
習
慣

の
改
善
で
す
。
特
に
食
習
慣
に
つ
い
て

は「
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
」と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。
塩
分
の
過
剰
摂
取
は
体

液
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
血
圧
を
上
げ

る
方
向
に
働
く
た
め
で
す
。
ア
マ
ゾ
ン

奥
地
に
住
む
ヤ
ノ
マ
ミ
族
は
塩
分
摂
取

量
が
極
端
に
少
な
い
た
め
高
血
圧
患

者
は
一
人
も
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
対
照
的
な
の
が
我
々

日
本
人
で
、
1
日
当
た
り
の
平
均
塩

分
摂
取
量
が
10 

g
を
超
え
、
日
本

人
の
約
1
/
3
が
高
血
圧
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
1
日
の
塩
分
摂
取
量
を

6
g
ま
で
減
ら
す
こ
と
で
、
高
血
圧

や
そ
れ
を
原
因
と
す
る
脳
卒
中
、
心
疾

患
な
ど
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
目
標
達
成
に
は
ま
だ
ほ
ど

遠
い
状
況
で
す
。
高
血
圧
を
発
症
し
た

方
が
1
日
6
g
の
減
塩
食
に
す
る
こ

と
で
、
約
5
m
m
H
g
の
血
圧
低
下

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

食
事
か
ら
の
塩
分
を
減
ら
す
た
め
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
の
高
塩
分
食

品
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
減
塩
タ
イ
プ
の

調
味
料
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
香
辛
料
や

出
汁
を
効
か
せ
、
レ
モ
ン
や
酢
を
積
極

的
に
使
う
こ
と
で
塩
分
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
醤
油
や
ソ
ー
ス

は
直
接
か
け
ず
に
別
皿
を
用
意
し
て
つ

け
て
食
べ
る
こ
と
で
減
塩
に
つ
な
が
り

ま
す
。
う
ど
ん
や
ラ
ー
メ
ン
の
汁
は
必

ず
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の

塩
分
摂
取
量
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、

尿
検
査
で
手
軽
に

推
定
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
特
に

高
血
圧
の
方
は
食

生
活
を
見
直
す
た

め
に
検
査
を
強
く

お
勧
め
し
ま
す
。

フルデマンドバスの
　エリアが拡大しました！

新しいバス停（運行
区域）や料金など詳
細はこちらでご確認
ください。

　

こ
れ
ま
で
野
向
方
面
と
北
郷
方
面

で
運
行
し
て
い
た
フ
ル
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
10
月
1
日
か
ら
荒
土
方
面
を
含

め
た
3
地
区
を
1
つ
の
エ
リ
ア
と
し

て
運
行
し
て
い
ま
す
。

フ
ル
デ
マ
ン
ド
の
メ
リ
ッ
ト

①
エ
リ
ア
内
の
移
動
が
便
利
に
！

　

 

こ
れ
ま
で
一
回
の
乗
車
で
行
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
北
郷
地
区
か

ら
野
向
地
区
へ
、
野
向
地
区
か
ら

荒
土
地
区
へ
と
い
っ
た
エ
リ
ア
内

の
移
動
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

②
バ
ス
停
が
増
設
！

　

 

フ
ル
デ
マ
ン
ド
化
に
伴
い
、
荒
土

地
区
内
に
新
し
く
バ
ス
停
を
設
置

し
ま
し
た
。

③
時
刻
表
に
縛
ら
れ
な
い
！

　

 

事
前
予
約
制
の
た
め
希
望
の
時
間

帯
で
バ
ス
に
乗
車
で
き
ま
す
。

荒土地区

北郷地区 野向地区 に加えて

問未来創造課（市役所2階） ☎88－8114

が加わりました

10
月1日

運行開始
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　令和2年6月のオープンから5年目を迎えた道の駅
「恐竜渓谷かつやま」。9月28日に来場者が200万人
に達しました。記念すべき
200万人目の来場者となった
のは静岡県から観光に訪れた
横関さん親子。市長から記念
品が手渡されました。

　株式会社中吉商店から、市制施行70周年を記念
して、市政全般に活用してほしいと100万円をご
寄附いただきました。中心
市街地の活性化や子育て支
援などに活用させていただ
きます。

　市制70周年を記念して大日本プロレス勝山大会
が開催されました。勝山市出身の「勝山龍魂大使」
天龍源一郎さんも来場し、
会場に集まった約750人の
観客からは大きな歓声と拍
手が送られました。

　山口茜選手が所属する再春館製薬所とトナミ運
輸のバドミントンチームによるクリニックが開か
れ、約160人の小中高校生
がトップアスリートから世
界レベルの技術指導を受け
ました。

祝！来場者200万人達成9/28

大迫力！大日本プロレス9/22

ご寄附ありがとうございます！9/19山口茜選手　凱旋！9/29

pHOTo話題

　外国人に伝わりやすいように「易しく・優しく」工
夫して話す『やさしい日本語』。少しだけなら日本語
がわかる外国人とのコミュニ
ケーションをとるため「いつ
もの日本語」を「やさしい日本
語」に言い換えるコツを学ぶ
研修会が開かれました。

やさしい日本語を使ってみよう9/11

　今年新しく生まれた名産品「勝山 やまのサーモン」
が市内全小中学校の給食で提供されました。サーモ
ンは塩焼きで提供され、給食
を食べた児童は友だちと顔を
見合わせながら、おいしそう
に頬張っていました。

やまのサーモン　おいしい！9/19

　勝山市は一般社団法人県産業資源循環協会と災害
時の廃棄物処理に関する協定を結びました。協定を
結ぶことにより、災害時の廃
棄物処理に必要な資機材や車
両が速やかに調達でき、迅速
に処理できるようになりま
す。

災害廃棄物の処理を迅速に9/26

　明治安田生命保険相互会社から、地域の健康づ
くりに活用してほしいと54万2,700円をご寄附い
ただきました。地域住民の
健康増進事業などに活用さ
せていただきます。

ご寄附ありがとうございます！10/4
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市からのお知らせ Information

通
知
を
10
月
下
旬
に
送
付

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
に
、

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
下
４
桁
を

お
知
ら
せ
す
る
通
知
を
10
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
12
月
２
日
か
ら
、

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
健
康
保
険
証
に
紐
づ
け
さ
れ
る
個
人

番
号
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
確

認
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
身
の
個

人
番
号
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
正
し
い
こ
と

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
機
関

等
を
受
診
す
る
際
に
は
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

世
帯
単
位
で
の
発
送
に
な
り
ま
す
の

で
、
世
帯
主
へ
送
付
し
ま
す
（
特
定
記

録
郵
便
）

※ 
こ
の
通
知
は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」の
利

用
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
マ
イ
ナ
保
険
証
」を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、
引
き
続
き
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」の
メ
リ
ッ
ト

▣
よ
り
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診
断
の
結

果
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
身
体

の
状
態
や
他
の
病
気
を
推
測
し
て
治
療

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
分
量
を
調
整
し

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▣�

手
続
き
な
し
で
高
額
医
療
の
限
度
額

を
超
え
る
支
払
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

事
前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
交

付
を
受
け
な
く
て
も
、
高
額
療
養
費
制
度

に
お
け
る
限
度
額
を
超
え
る
支
払
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
保

険
証
」の
安
全
性

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
中
に
は
、
税

や
年
金
、
健
康
保
険
証
の
情
報
や
診
療
情

報
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情

報
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
万
が
一
紛
失
し
て
も
他
人
に
は
悪
用
で

き
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
持
ち
歩
い
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険「
個
人
番
号（
下
４
桁
）」の
お
知
ら
せ

通
知�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

　

子
宮
頸
が
ん
は
20
～
30
代
の
方
に
多

く
、
乳
が
ん
は
30
代
後
半
か
ら
増
え
始

め
、
40
～
60
代
で
多
い
が
ん
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
が
ん
も
早
期
に
発
見
し
治

療
す
れ
ば
9
割
以
上
が
治
癒
し
ま
す
が
、

早
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
、
定
期
的
に

検
診
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

�

対�　
象
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
20
歳
以

上
）、
乳
が
ん
検
診（
40
歳
以
上
）

※
前
年
度
の
未
受
診
者

費�　
用
▼
各
1
0
0
0
円

受�

診
方
法
▼
集
団
検
診
（
す
こ
や
か
）
ま

た
は
個
別
検
診
（
医
療
機
関
）
の
ど
ち

ら
か
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市内のがん検診受診者
のうちがん発見者数

（平成30年度～
 令和4年度）

令
和
７
・
８
・
９
年
度「
一
般
業
務
委

託
」「
物
品
等
」競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
お
よ
び
小
規
模
修
繕
契
約

希
望
者
登
録�

（
定
期
申
請
）

　
令
和
７
・
８
・
９
年
度
に
お
い
て
、
市

が
発
注
す
る
一
般
業
務
委
託
、
物
品
等
・

小
規
模
修
繕
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、
指

名
競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
資
格
審
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
ご
確
認

の
上
、申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
区
分

①�

一
般
業
務
委
託
…
清
掃
、
警
備
、
設
備

保
守
、
廃
棄
物
処
理
、
調
査
、
検
査
、

情
報
シ
ス
テ
ム
保
守　
他

②�

物
品
等
…
事
務
機
器
、
O
A
機
器
、
印

刷
、
医
薬
品
、
電
気
機
器
、
機
械
器
具
、

教
材
、
車
両
、
燃
料
、
日
用
品
、
装
飾
、

看
板　
他

③�

小
規
模
修
繕
…
造
園
、
大
工
、
木
製
建

具
、
左
官
、
屋
根
板
金
、
ガ
ラ
ス
、
内

装
、畳
、電
気
設
備
、

給
排
水
衛
生
設
備
、

消
防
設
備　
他

流
れ
な
ど
に
乗
っ
て
転
移
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
と
は　

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
に
で

き
る
が
ん
の
こ
と
で
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）と
い
う
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
と
な
っ
て
発
症
し
ま
す
。H
P
V
は
、

女
性
の
80
％
が
生
涯
の
う
ち
一
度
は
感
染

す
る
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す

が
、
自
身
の
免
疫
力
で
自
然
治
癒
す
る
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
約
10
％
の

方
が
持
続
的
に
感
染
し
、前
が
ん
病
変（
異

形
成
）
に
な
り
、
そ
の
一
部
が
が
ん
に
進

行
し
て
い
ま
す
。

勝
山
市
の
が
ん
発
見
者
数
の
状
況

　
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で
の

5
年
間
に
検
診
を
受
け
た
方
で
、
が
ん
発

見
者
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
な
ど
に
つ
い
て

�

問
財
政
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
3
0

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診 

受
け
て
い
ま
す
か
？

�

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
8
8
8

要領・様式など
はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

市からのお知らせInformation

9
月
定
例
市
議
会
　
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０   

　

9
月
定
例
市
議
会
が
9
月
10
日
～
30

日
の
21
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
水
上
市
長
は
、
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で

市
制
施
行
70
周
年
や
山
口
茜
選
手
の
活

躍
、
新
中
学
校
の
建
設
、
開
校
に
向
け
た

進
捗
状
況
、
福
井
県
立
大
学
恐
竜
学
部
の

学
生
支
援
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
道

の
駅
隣
接
地
で
の
宿
泊
施
設
の
整
備
に

対
す
る
助
成
、
に
こ
に
こ
地
域
づ
く
り
事

業
、
6
月
の
大
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

河
川
な
ど
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費

な
ど
を
計
上
し
、
一
般
会
計
の
総
額
は
1

６
１
億
８
４
１
５
万
円
（
11
億
１
１
７
７

万
円
増
）と
な
り
ま
し
た
。

条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・
国
民
健
康
保
険
条
例

・ 

体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

そ
の
他

　
令
和
6
年
度
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
ほ
か
３
つ
の
特
別
会
計
の
補
正

予
算
を
含
む
16
の
議
案
の
う
ち
可
決
13
、

同
意
2
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
議
案
第
34

号
勝
山
市
立
中
学
校
建
設
工
事
（
地
下
横

断
歩
道
建
設
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

招集あいさつ
全文はこちら

審議結果
はこちら

一般質問
動画はこちら

12月定例会一般質問予定日12月定例会一般質問予定日

12月10日㈫・11日㈬
両日とも午前10時～

会期日程はこちら

肺がん 4人
胃がん 13人
大腸がん 15人
乳がん 10人
子宮頸がん 0人

令
和
７
・
８
年
度「
建
設
工
事
」「
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
」競
争
入
札

等
参
加
資
格
審
査
申
請�

（
定
期
申
請
）

　
令
和
7
・
８
年
度
に
お
い
て
、
市
が
発

注
す
る
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、
指
名

競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
資
格
審
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
ご
確
認

の
上
、申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
区
分

①�

建
設
工
事
…
建
設
業
法
に
規
定
す
る

29
業
種

②�

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
…
測

量
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
、
建
築
関
係

コ
ン
サ
ル
、
地
質

調
査
、
補
償
コ
ン

サ
ル　
他

申
請
期
間

　
11
月
5
日
㈫
～
12
月
20
日
㈮

申
請
方
法

申
請
方
法

　

電
子
申
請
に
よ
る
デ
ー
タ
送
信

お
よ
び
必
要
書
類
を
郵
送

要領・様式など
はこちら

共通事項

乳
が
ん
と
は

　
乳
が
ん
は
乳
腺
の
組
織
に
で
き
る
が
ん

で
多
く
は
乳
管
か
ら
発
生
し
ま
す
。
進
行

す
る
と
、
が
ん
細
胞
は
周
り
の
組
織
を
壊

し
な
が
ら
増
殖
し
、
血
液
や
リ
ン
パ
液
の
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区分 名称 所在地 電話
定員

開園
時間

対象
年齢

1号 2・3号

認
定
こ
ど
も
園

しろきこども園 芳野町2丁目3－19 88－3213 10 120

※1

0 ～ 5歳

きたこども園 沢町2丁目3－22 88－1557 5 55

上野こども園 荒土町別所33－58－1 89－2022 10 60

ケイテーこども園 元町1丁目8－17 87－1857 6 80

中央こども園 栄町2丁目7－6 88－0872 6 60

まつぶんこども園 旭町1丁目1－56 69－1111 6 90

南こども園 元町2丁目7－28 88－0850 6 70

保
育
園

鹿谷保育園 鹿谷町保田99－31－2 89－2211 - 60

0 ～ 5歳

北郷わしのこ保育園 北郷町東野28－45 89－3433 - 60

認
定
こ
ど
も
園�

（
1
号
認
定
）

対 　
象
▼
「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
教
育
を
希
望
す

る
子
ど
も
（
平
成
３
１
年
４
月
２
日
～

令
和
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

�

（
2
・
3
号
認
定
）

対 　
象
▼
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家

庭
で
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

　
（ 

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
、
生
後
８

週
以
上
）

受
付
期
間

　

 

11
月
1
日
㈮
～
29
日
㈮ 

午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
く

申
込
書
の
配
付
・
提
出
場
所

　
こ
ど
も
課

　
申
込
に
必
要
な
書
類
の
配
付
、
認
定
区

分
や
申
込
用
紙
の
書
き
方
を
説
明
し
ま

す
。（
申
込
不
要
）

と　
き
▼
10
月
23
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ
▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
不
参
加
で
も
入
園
手
続
き
は
可
能
で
す

申
・
問  

こ
ど
も
課（
教
育
会
館
２
階
）�

�

☎
88
‐
8
7
7
1

申
し
込
み
方
法
・
申
し
込
み
先

入
園
手
続
き
説
明
会

市
内
の
施
設
一
覧

○
中
央
こ
ど
も
園
で
は
休
日
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す

○
定
員
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
　
令
和
７
年
度
新
規
入
園
を
受
け
付
け
ま
す

�

問
こ
ど
も
課（
教
育
会
館
2
階
）☎
88
‐
8
7
7
1

令和7年 4月 1日現在の

お子さんの年齢は？

・しろきこども園

・きたこども園

・上野こども園

・ケイテーこども園

・中央こども園

・まつぶんこども園

・南こども園
・しろきこども園
・きたこども園
・上野こども園
・ケイテーこども園
・中央こども園
・まつぶんこども園
・南こども園
・鹿谷保育園

・鹿谷保育園

・北郷わしのこ保育園

・鹿谷保育園

・北郷わしのこ保育園

・しろきこども園

・きたこども園

・上野こども園

・ケイテーこども園

・中央こども園

・まつぶんこども園

・南こども園

・しろきこども園

・きたこども園

・上野こども園

・ケイテーこども園

・中央こども園

・まつぶんこども園

・南こども園

保育園などへの

入園対象になり

ませんが、必要

に応じて一時預

かりなどの支援

が、次の施設で

利用できます。

「保育を必要とする事由」に該当とは？

　父母ともに次のいずれかに該当することが必要です。
□ 月48時間以上の就労
□ 妊娠・出産
□ 保護者の疾病・障害
□ 親族の介護・看護
□ 災害復旧
□ 継続的な求職活動
□ 就学

□ 職業訓練
□ 虐待やDVのおそれがあること
□  満1歳までの子どもの育児のため、兄姉が

保育園を利用する必要があること
□  育児休業取得中にすでに保育を利用してい

る子どもがいて継続利用が必要であること

利
用
で
き
る
施
設
を
知
ろ
う

※１　㈪～㈯　7:00 ～ 19:00（延長を含む）

詳細はこちら

市からのお知らせInformation市からのお知らせ Information
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（
勝
山
中
部
1
）

入 

選
▼
酒
井
柚
季（
勝
山
南
部
2
）多
田
桃

花
（
勝
山
北
部
1
）
斎
藤
輝
奈
（
勝
山
中

部
1
）
中
村
奈
緒
（
勝
山
中
部
1
） 

島
田

実
優（
勝
山
中
部
1
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
川
森
彩
子（
三
室
6
）

優 

秀
賞
▼
笠
松
紗
依
（
荒
土
6
）
大
久
保

日
和（
成
器
南
5
） 

入 

選
▼
伊
藤
心
陽（
三
室
6
）吉
原
渚（
成

器
西
5
）西
浦
志
奈（
荒
土
1
） 

優
秀
賞
▼
前
川
煌
成（
勝
山
北
部
3
）

川
村
悠
青
（
勝
山
北
部
2
）
内
田
紫
月

（
勝
山
中
部
１
）三
辻
結
月（
村
岡
6
）鳥

山
結
晴（
成
器
南
5
）西
村
奨
馬（
野
向

4
）笹
嶋
凛
子（
村
岡
3
）高
間
千（
成
器

南
2
）岩
先
希
彩（
成
器
南
1
）

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

防
災
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼
伊
藤
未
来（
勝
山
南
部
2
）

下 

水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　
藤
崎
真
莉
香（
勝
山
南
部
1
）

銀 

賞
▼
中
村
実
結
乃
（
勝
山
南
部
2
）
齋

藤
綾
奈（
勝
山
南
部
3
）

銅 

賞
▼
松
山
遥
音
（
勝
山
南
部
1
）
金
本

昊
大（
勝
山
南
部
2
）山
内
莉
乃（
勝
山

南
部
2
）小
西
飛
翔（
勝
山
南
部
3
）

下
水
道
い
ろ
い
ろ

�

コ
ン
ク
ー
ル

【
小
学
生
の
部
】

金
賞
▼
薩
摩
凌
央（
成
器
南
2
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　
藤
木
陽
菜（
成
器
西
6
）

銀 

賞
▼
田
中
滉
剛
（
荒
土
4
）
織
田
和
芭 

（
成
器
西
6
）

銅 

賞
▼
前
田
惟
愛
（
村
岡
3
） 

石
川
朝
陽

（
北
郷
4
）
木
村
悠
里
（
成
器
西
5
）
手

塚
優（
成
器
西
6
）

第
52
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
牧
野
林
檎（
三
室
６
）

※
市
防
火
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
採
用

髙
野
疾
颯（
勝
山
北
部
３
）木
村
真
綾（
勝

山
中
部
２
）前
田
悠
貴（
勝
山
南
部
１
）吉

田
慶
之
介（
村
岡
５
）上
山
愛
里
加（
村
岡

４
）冨
田
鈴
葉（
成
器
南
３
）森
月
冴（
成

器
南
２
）幅
田
彩
月（
成
器
西
１
）

銀 

賞
▼
竹
内
悠
翔
（
勝
山
南
部
３
）
和
田

聡
介（
勝
山
南
部
３
）石
黒
遥
花（
勝
山

南
部
２
）斎
藤
珠
梨（
勝
山
中
部
２
）石

橋
亮（
勝
山
南
部
１
）竹
内
寛
貴（
勝
山

中
部
１
）佐
野
幸
音（
鹿
谷
６
）前
川
梁

成（
鹿
谷
６
）竹
内
茉
尋（
北
郷
５
）石
畝

春
香
（
村
岡
５
）
小
林
楓
真
（
平
泉
寺

４
）田
中
咲
希（
北
郷
４
）榊
原
あ
こ（
成

器
西
３
）小
林
大
稀（
村
岡
３
）田
中
來

大（
成
器
南
２
）木
下
聡
真（
三
室
２
）島

田
淳
史（
荒
土
１
）廣
田
悠
吾（
荒
土
１
）

銅 

賞
▼
伊
藤
柚
月
（
勝
山
南
部
３
）
山
口

天
音（
勝
山
北
部
３
）牧
野
祐
夏（
勝
山

中
部
３
）仲
谷
太
杜（
勝
山
北
部
２
）坂

夏
江（
勝
山
中
部
２
）前
田
小
雪（
勝
山

中
部
２
）伊
藤
雫（
勝
山
南
部
１
）林
舞

桜（
勝
山
南
部
１
）川
村
碧
葦（
勝
山
北

部
１
）酒
井
菜
月（
成
器
南
６
）嶋
田
歩

奈（
荒
土
６
）石
川
音
羽（
北
郷
６
）石
塚

梛
月（
成
器
西
５
）谷
口
衣（
成
器
西
５
）

多
田
真
綾
（
平
泉
寺
５
）
千
葉
舞
緒
奈

（
鹿
谷
４
）田
中
銀
仁
郎（
北
郷
４
）松
山

凰
里
（
成
器
南
４
）
中
野
響
渡
（
村
岡

３
）
松
浦
柚
羽
（
村
岡
３
）
田
中
ら
ら

（
成
器
南
３
）山
内
仁（
鹿
谷
２
）斎
藤
修

仁（
三
室
２
）道
林
樹
璃（
荒
土
２
）木
村

早
杜（
成
器
西
１
）松
浦
優
希（
成
器
南

１
）髙
田
優
衣（
荒
土
１
）

男
女
共
同
参
画

�

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
中
村
優
里（
勝
山
南
部
3
）

優 

秀
賞
▼
坂
下
優
里
子
（
勝
山
中
部
3
）

長
尾
理
愛
（
勝
山
北
部
1
）
中
辻
愛
莉

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

【
ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
多
田
咲
月（
勝
山
北
部
2
）

優 

秀
賞
▼
森
石
想
良（
勝
山
北
部
3
）牧
野

花
耶
（
勝
山
北
部
3
）
林
結
彩
（
勝
山
南

部
1
）
加
藤
梛
吉
（
勝
山
中
部
3
）
柴
田

稀
星
（
勝
山
北
部
3
）
酒
井
謙
心
（
勝
山

中
部
3
）
多
田
衣
吹
（
勝
山
北
部
3
）
竹

原
彩（
勝
山
中
部
3
）

【
ポ
ス
タ
ー
・
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
三
辻
結
月（
村
岡
6
）

優 

秀
賞
▼
西
野
礼
那
（
荒
土
6
）
吉
田
岳

人（
鹿
谷
5
）金
田
耕
輔（
村
岡
6
）石

田
陽
依
（
鹿
谷
5
）
嶋
田
楓
香
（
鹿
谷

5
）

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
】

最 

優
秀
賞
▼
畔
川
実
成（
勝
山
南
部
2
）

優 

秀
賞
▼
金
本
昊
大（
勝
山
南
部
2
）長
谷

川
優
（
勝
山
南
部
1
）
齋
藤
煌
太
（
村
岡

6
）新
谷
暁（
村
岡
6
）宇
都
宮
希
榎（
村

岡
6
）鵜
山
春
助（
村
岡
6
） 

第
4 0
回
防
火
標
語

金
賞
▼
藤
本
悠
花（
村
岡
６
）

銀 

賞
▼
清
水
麻
央
（
芳
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
小
林

大
祐（
片
瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

銅 

賞
▼
西
内
一
翔（
芳
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）牧
野
林

檎（
三
室
６
）齋
藤
煌
太（
村
岡
６
）

火
の
用
心

  

地
域
み
ん
な
の 

合
言
葉

行
か
な
い
未
来
よ
り

�

行
く
未
来
。

たくさんのご応募
ありがとう

ございました

市からのお知らせInformation市からのお知らせ Information

詳細はこちら

ガバメントクラウドファンディング
「長山公園さくらプロジェクト-２nd-」

　昨年から開始した「長山公園さくらプロジェクト」のガバメントクラウ
ドファンディング第2弾を実施します。かつてさくらの名所であった長山
公園を様々な種類のさくらが長期間楽しめるスポットに整備します。

寄附の方法
①ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」による申し込み
②郵便振替による申込※上記にご連絡ください。

ガバメントクラウドファンディング
問商工文化課　☎88－8117
整備に関すること　
問建設課　☎88－8107

募集期間▶10月7日㈪～ 12月31日㈫
返礼品▶さくらの植樹ご招待券
　　　　（寄附金額10万円以上の方）

目標金額
327万円
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市からのお知らせInformation市からのお知らせ Information

成
年
後
見
制
度
っ
て
な
に
？

　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な

い
方
に
対
し
、
本
人
の
権
利
を
守
る
支
援

者（
成
年
後
見
人
等
）を
選
ぶ
こ
と
で
、
本

人
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
保
護

し
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

成
年
後
見
人
等
に
よ
る
支
援
の
例

○
預
貯
金
や
不
動
産
等
の
財
産
管
理

○ 

税
金
や
保
険
料
、
公
共
料
金
、
介
護
費

用
な
ど
の
支
払

○ 

遺
産
相
続
の
話
し
合
い
へ
本
人
の
代

理
で
参
加

○
適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
の
手
配

○
要
介
護
認
定
の
申
請

○
介
護
、
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約

○
住
む
場
所
を
決
め
る
た
め
の
契
約

○
不
利
益
な
契
約
の
取
消

　
高
齢
化
率
の
増
加
に
伴
い
、
認
知
症
に
な
る
方
も
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
見

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
た
方
の
思
い
を
く
み

取
っ
た
優
し
い
声
か
け
や
負
担
な
く
で
き
る
見
守
り
方
法
な
ど
皆

さ
ん
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

成
年
後
見
制
度
の
種
類

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定
後
見
制

度
」と「
任
意
後
見
制
度
」の
２
つ
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　

本
人
や
親
族
な
ど
の
申
立
て
に
よ
っ

て
家
庭
裁
判
所
で
選
ば
れ
た
成
年
後
見

人
等
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
「
後
見
」

「
保
佐
」「
補
助
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　
元
気
な
う
ち
に
、
将
来
に
備
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
契
約
な
ど
で
代
理
人
を
選
ん

で
お
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

本
人
の
判
断
能
力
が

低
下
し
た
時
に
家
庭

裁
判
所
に
申
立
て
を

す
る
と
支
援
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
し
く
み
や
概
要
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
【
高
齢
者
の
方
】 　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」　
☎
87
‐
０
９
０
０

　
【
障
が
い
の
あ
る
方
】 

福
祉
課（
す
こ
や
か
内
）　
☎
87
‐
０
7
7
7

　
【
法
人
に
よ
る
後
見
事
業
所
】 

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

�

「
さ
さ
え
愛
」　　
☎
88
‐
１
1
7
7

出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

ふ
く
い
嶺
北
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で

は
、
住
民
や
福
祉
、
医
療
機
関
な
ど
を
対

象
に
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

講
座
の
例

○
成
年
後
見
制
度
の
理
解

○
自
分
ら
し
い
老
後
に
向
け
た
備
え

○
認
知
症
と
成
年
後
見
制
度

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
内

電　
話 

０
７
７
６
‐
28
‐
３
７
７
５

F
A
X 

０
７
７
６
‐
28
‐
３
７
７
６

見
守
り
シ
ー
ル
を
見
か
け
た
ら
、

声
か
け
を

　
も
し
も
、
ご
本
人
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
時
に
、「
何
か
困
っ
て
い
る
の
か
な
？
」

と
気
付
い
た
発
見
者
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
事
前
に
登
録
し
た
家
族

（
保
護
者
）に
瞬
時
に
メ
ー
ル
が
届
く
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　
チ
ャ
ッ
ト
式
の
伝
言
板
で
、
や
り
取
り

が
簡
単
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
互
い
の

個
人
情
報
も
守
ら
れ
ま
す
。

　
勝
山
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
31
人
の
方
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
守
り
シ
ー
ル
を

見
か
け
た
ら
、「
ど
こ
に
い
か
れ
る
の
で

す
か
？
」な
ど
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。　

専
門
的
な
相
談
は
ふ
く
い
嶺
北
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
へ（
相
談
無
料
）

ふ
く
い
嶺
北
成
年
後
見

�

セ
ン
タ
ー
と
は

　

勝
山
市
、
福
井
市
、
鯖
江
市
、
永
平

寺
町
、
池
田
町
、
南
越
前
町
、
越
前
町

の
７
市
町
が
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
に
共
同
で
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
専
門
家
に
よ
る
相
談
対
応（
＊
）の
ほ

か
、
制
度
等
の
普
及
啓
発
、
市
民
後
見

人
の
養
成
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

＊
面
談
・
出
張
に
よ
る
相
談
は
要
予
約

見
守
り
シ
ー
ル
に
気
づ
い
て

『
勝
山
市
見
守
り
事
業
』

　

認
知
症
な
ど
で
行
方
不
明
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
方
に
、
申
込
み
に
よ
り
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
見
守
り
シ
ー
ル
を
40

枚
（
耐
洗
ラ
ベ
ル
30
枚
・
畜
光
シ
ー
ル

10
枚
）
配
布
し
ま
す
。
衣
服
や
持
ち
物

に
貼
っ
て
ご
利
用
頂
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
強
い
味
方「
成
年
後
見
制
度
」

�

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
0
9
0
0

認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
だ
よ
と
言
え
る
地
域
へ

�

問
勝
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
9
0
0

　本人や配偶者、四親等内の親族などが申立て
を行います。※身寄りがいない、または音信不
通の場合には、市長申立てを行うことができま
す。
家庭裁判所へ申立て

本人の住所地を管轄する家庭裁判所
（勝山市の場合は福井家庭裁判所）

審判（成年後見人等の決定）
家庭裁判所の調査官等による聞き取
りや調査が行われ、成年後見人にな
る人を選任

後見の開始
審判の内容が登記され、開始
※ 親族以外の後見人などの場合、報

酬が必要

申立て後、約２～３ヵ月で支援が開始されます。

成年後見制度利用までの流れ
（法定後見制度）

たけとう病院院長武藤寛先生の講話
『ココが知りたい！認知症
� ～認知症にそなえる～』 認知症キャラバン・メイト（＊）の寸劇

認知症を正しく理解しよう！9/14 認知症になる確率！認知症になる確率！
65歳以上 ５人に1人65歳以上 ５人に1人
85歳以上 ２人に1人85歳以上 ２人に1人

pHOTo話題

　認知症を正しく知ってもらうため、『かっちゃま認知症フェア～
認知症になっても大丈夫だよ～』を開催しました。約220人の参加
者が講話や寸劇などで、認知症の知識や対応方法を学びました。
負担なくできる地域の見守り
　寸劇では、「ゴミ出しが難しくなった方への対応」が演じられま
した。認知症の症状の一つに見当識障害があります。月日や曜日、
場所などが分からなくなり、「今日はゴミの日ではない」ことを何
度伝えても、理解が難しい場合があります。
　散歩のついでや近所の方々が交代で声をかけるなど、負担なく
できる方法での見守りで、支えることができます。
＊認知症についての正しい知識を市民に伝える活動をボランティアで行っている方々

耐
洗
ラ
ベ
ル
は
衣
服
な
ど
に
ア
イ
ロ
ン
で

貼
り
付
け

蓄
光
シ
ー
ル
は
持
ち
物
な
ど
に
貼
る

�

（
暗
闇
で
光
る
）

認
知
症
の
方
や
家
族
へ
の

�

サ
ポ
ー
ト
講
座
を
開
催
し
ま
す

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

時
10
月
22
日
㈫
午
後
7
時
～

所
す
こ
や
か 

第
１
会
議
室
申
要
申
込

問
勝
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

�

☎
87
‐
0
9
0
0 見守り事業の

詳細はこちら

認
知
症
の

�

総
合
相
談
窓
口
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省略記号　時  –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

魅力発掘
大野・勝山スタンプラリー

　大野市と勝山市の主要な観光施
設や飲食・お土産などの商業施設

（全50か所）を周遊するデジタルス
タンプラリーを開催します。抽選
でスタンプ取得数に応じて地元名
産品などが当たります。
時10月12日㈯～ 12月15日㈰
費無料
問 奥越前観光連盟

（大野・勝山地区広
域行政事務組合内） 
☎66－6690

池ヶ原湿原のヨシ刈り

時10月20日㈰9:30 ～ 11:30（受
付は9:00 ～）所池ヶ原湿原駐車場
内ヨシの刈り取り、運搬持汚れて
もいい服装(長袖、長ズボン）、帽
子、軍手、雨合羽、飲み物、タオル、
草刈り鎌（持っている方）、お子様
の参加可能
問福井県自然保護センター
　☎67－1655

ふくい移住サポーターによる
移住者交流会

時10月27日 ㈰9:30 ～ 12:00所
ラブリー牧場 内 放牧地での手搾
り体験・バターづくり体験・自家
製パン試食・ジャージー牛乳試飲
定 15人 費 1,000円
締 10月20日㈰
申・問商工文化課　
　　☎88－8117

Spooky Ooky
ハロウィン

　アメリカならではのハロウィン
フェスタを開催します。仮 装 を
して遊びにきてください！
時10月26日 ㈯12:00 ～ 18:00所
市民交流センター内 お化け屋敷、
トリックオアトリート、コスチュー
ムコンテスト、パンプキン工作（要
申込）、ゲーム講リン（市国際交流
員）、キャサリン（福井県地域おこ
し協力隊多文化共生プロモーター）
費 無料
パンプキン工作
時 ①13:00 ～ 13:50②14:00 ～
14:50定 各10人費 無料締 10月18
日㈮
※ お 化 け 屋 敷 は
16:00まで
申・問未来創造課
　　 ☎88－1115

「ふく恋」マッチングシ
ステム出張登録会

時10月27日㈰9:30 ～ 12:30所す
こやか休憩控室対次の①～③に当
てはまる方 ①スマートフォンもし
くはパソコンをお持ちの方②結婚
を希望する20歳以上の独身男女③
福井県にお住まいかお勤めの方
で、今後も福井県に定住する予定
の方または、近い将来、福井県へ
の移住をお考えの方
定3人締10月24日㈭
※ 女性限定登録料無

料キャンペーン中
申・問  ふくい婚活サポートセンター
　　 ☎0776－89－1086

未来の語り部から白山
平泉寺の歴史を学ぼう

　平泉寺小学校５・６年生が白山
平泉寺を案内します。
時10月30日㈬14:00 ～所 まほろ
ば前集合締10月25日㈮
※荒天時はまほろば内で活動
申・問 平泉寺地区かつやまっ子応
援ネットワーク事務局（平泉寺ま
ちづくり会館内） ☎88－0866

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
へ

　
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
（
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
で
電
子
送
付
希
望
登
録
を
さ

れ
た
方
を
除
く
）。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
（
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
が
対
象
）

12
月
1
日
㈰
執
行

勝
山
市
長
選
挙

　
12
月
25
日
任
期
満
了
に
伴
う
、
勝
山
市

長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

時
10
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

所
市
役
所
第
1
会
議
室

※ 

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
方
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す

証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期

◉ 

令
和
6
年
9
月
30
日
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

時
令
和
6
年
10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

◉ 
令
和
６
年
10
月
1
日
以
降
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

時
令
和
７
年
２
月
上
旬

12
月
1
日
㈰
執
行

勝
山
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
市
議
会
議
員
欠
員
に
伴
う
、
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

時
10
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～

所
市
役
所
第
1
会
議
室

詳細はこちら

申込・詳細は
こちら

申込はこちら

市民の広場

C o m m u n i c a t i o n

市からのお知らせInformation

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

  
送
付
さ
れ
ま
す�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

勝
山
市
長
選
挙
・
勝
山
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

�

問
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
6

「面談予約」
専用ページ

水
道
水
P
F
O
S
・
P
F
O
A

の
検
査
結
果

問
上
下
水
道
課
☎
88
‐
8
1
0
9

令
和
6
年
9
月 

能
登
半
島

大
雨
災
害 

義
援
金

問
福
祉
課
☎
87
‐
0
7
7
7

　

令
和
6
年
8
月
に
実
施
し
た
水
道
水

の
P
F
O
S
お
よ
び
P
F
O
A
の
検
査
結

果
は
、
市
内
10
か
所
全
て
の
測
定
地
点
で

国
が
定
め
る
暫
定
目
標
値
50

 

n
g
/
L

を
大
き
く
下
回
り
、
測
定
可
能
な
限
界
値

で
あ
る
定
量
下
限
値
5
n
g
/
L
未
満

で
し
た
。

　

市
の
水
道
水
の
安
全
性
に
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
飲
用
く
だ

さ
い
。

　
勝
山
市
は
、
令
和
6
年
9
月
能
登
半
島

大
雨
災
害
義
援
金
に
被
災
さ
れ
た
方
々

を
支
援
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
窓
口

　
勝
山
市
役
所
1
階　
会
計
課
窓
口

　
す
こ
や
か　
　
　
　
福
祉
課
窓
口
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